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昭和48年度入学式学長式辞

本日ここに幾多の難関を突破し， 本学に入学された諸君

に心よりお祝い申上げます。
このたび入学を許可されたのは， 文理学部 19 0名， 教育

学部 2 04名， 経済学部 164名， 薬学部1 01 名， 工学部 300

名， 薬学研究科（修士課程） 24 名， 工学研究科 （修士課
程） 4 8名， 理学・教育・経済学専攻科13名と， 経営短期大

学部75 名て＼ あわせて l,119 名であります。 諸君は自ら選
んだ本学のそれぞれの分野において専門の知識と技術を学

報 第14 9号

ぶと同時に学校教育の最終の場における人間形成に努めら
れるよう希望いたします。

思えば， 第2 次世界大戦後， わが国は極度に疲弊し物資

の不足は甚だしく， 落ち着いて勉学することさえ困難な時
代でありました。 しかし勤勉なわが国民すなわち諸君の父
兄の努力に よ って， 今日の よ うな目ざましい発展がもたら
されたのであります。 反向＼公害の生み出す悲惨を見逃す
わけではあリませんが， わずか4半世紀の聞にこのような
わが国の姿は夢にも考えられないことでした。 それには異

常なまでの科学の進歩と技術の革新が行なわれたことは申
すまでもありません。

今日， 科学の情勢を眺めると， その変化の甚だしさとと
もに複雑化もはげしし ただ一つの専門だけではいろいろ
のことができなくなり， チームを作り各方面の知識と研究
を要するようになりました。 また専門聞の領域のいずれに
も属さない研究が進み， たとえは‘生物物理学， 人間工学な
どと称されるものがその例であります。 そこで大学ではま
ず教養部において一面に偏せず， 広〈各自の識見を高めた
のち， 専門の課程に進むことになっております。 大学の勉
学はいままでに大部分の諸君が歩まれた学校と異なり， 自
主的に勉強し専門の学科において研究の手ほどきを受ける
のですが， それと同時にクラブ活動などにも参加され人間

性を豊かにし， 他日， 他の専門の人とも充分にチームが組
めるように教養を高めていただきたいものです。

富山大学では年来の希望であった中央図書館が完成し，
昨日開館され， 研究学習の中心の場として諸君の活用を待
っております。 また数年来待望の学生食堂もようやく着工
され， 秋頃には完成する予定になっております。 さらに，
年来の懸案であった高岡所在の工学部の五福移転問題も解
決に向い， 昭和46年度には用地購入， また47年度において

はその用地の造成と連絡橋の架橋も終え， いよいよ4 8年度
には工学部の新しい校舎着工が予定されております。

このように学閣の整備は着々と進んでおりますが， 私が
当大学に参りました昭和44年6月 当時は， 折からの全国的
な大学紛争の最中であり， 本学もかなり長期にわたり紛争
重症校の中に数えられておりました。 しかしその後， 教職

員一致の努力により少しずつ正常化に向い， この頃では比
較的静かな研究， 教育にふさわしい学園となりました。

本日諸君が入学された各学部はみなそれなりの歴史をも
ち， 全学一体となって， それぞれの向上発展を期しており

ます。 いま， 新しく諸君を迎えるに当って正常化も進み，
改革も行なわれようとする大学を今後とも一層その名にふ
さわしいものに創り上げるよう諸君の協力と健闘を期待し
てやまない次第であります。

昭和4 8年4 月11日

富山大学長 後藤 秀弘

- 1 一



昭和4 8年4 月 ・5 月 号

関 係 法 ...0.
T’ 

学

／官報掲l

l載 月 日／
法 律

0所得税法の一部を改正する法律（ 8) 4. 7 
0国民の祝日に関する法律の一部を改正する法

律（1 0) 4 1 2 
0国家公務員等の旅費に関する法律の一部を改

正する法律(19) 4 26 

0国家公務員等退職手当法の一部を改正する法
律（30) 5 . 1 7  

政 令
0所得税法施行令の一部を改正する政令（53) 4. 7 

0行政機関職員定員令及び沖縄の復帰に伴う行
政機関の職員の定員に関する法律の適用の特
別措置に関する政令の一部を改正する政令
(55) 4 1 2  

0児童扶養手当施行令の一部を改正する政令
( 1 20 ) 4 28 

0児童手当法施行令の一部を政正する政令
( 130) 5 1 0  

0国家公務員等退職手当法施行令の一部を改正
する政令（134) 5 1 7  

0建築物における衛生的環境の確保に関する法
律施行令の一部を改正する政令（136) 5. 1 7  

0学校保健法施行令の一部を改正する政令
(13 8) 5 1 7  

0義務教育費国庫負担法第2 条但書の規定に基
き教職員給与費等の国庫負担額の最高限度を
定める政令（139)

府 令
0失業者の退職手当を受けるために必要な手続

に関する省令の一部を改正する総理府令（総
理23)

省 令
0所得税法地行規則の一部を改正する省令（大

5. 1 7  

4 1 6  

蔵 22) 4 7 
0文部省設置法施行規則の一部を改正する省令

（文部 6) 4 1 2 
0文部省定員規則の一部を改正する省令（同 7 ) 4 . 1 2  
0国立大学の大学附置の研究所の研究部門に関

報 第149号

する省令の一部を改正する省令（同 8) 4. 1 2  

0高エネルギ一物理学研究所組織運営規則のー
部を改正する省令（同9 ) 4. 1 2  

0国立学校設置法施行規則の一部を改正する省
令（同1 0) 4 1 2  

0国立大学の学科及び課程並びに講座及び学科
自に関する省令の一部を改正する省令（同1 1) 4 . 27 

0国家公務員等の旅費支給規程の一部を改正す
る省令（大蔵3 0) 5 2 

0児童手当法施行規則の一部を改正する省令
（厚生22) 5 1 0  

0旅券法施行規則の一部を改正する省令（外務
3 ) 5 15 

0学校保健法施行規則め一部を改正する省令
（文部1 2) 5. 1 7  

規 則

0非常勤職員の給与の一部を改正する規則（人
事院9 - 1 ) 4. 2 0  

0俸給等の支給の一部を改正する規則（同9一7 ) 4. 2 0  
0休日給の支給される自の全部を改正する規則

（同9-43) 4 2 0  
0宿日直勤務の一部を改正する規則（同15- 9 ) 4. 2 0  
0俸給 表の適用範囲の一部を改正する規則

（同9 2) 4. 25 
0日本学術会議会員選挙規則の一部を改正する

規則（日本学術会議1) 5. 8 
0俸給の調整額の一部を改正する規則（人 事院

9 - 6) 5 22 

0俸給の特別調繋額の一部を改正する規則
（同9 -17) 5 22 

0特殊勤務手当の一部を改正する規則（同9 30) 5. 22 
0期末手当及び勤勉手当の一部を改正する規則

（同9- 4 0) 5. 3 0  

0特地勤務手当等の一部を改正する規則
（同9 - 55) 5. 3 0 

訓 令
0国立大学の附属図書館に置く分館を定める訓

令の一部を改正する訓令（文部 6) 4. 5 

0文部省定員細則の一部を改正する訓令（同7 ) 4 . 1 2  

0文部省所繕の会計機関の事務の一部を処理さ
せる職員の範囲等を定める規則の一部を改正
する訓令（同1 0) 4 14 

0文部省所管物品管理事務取扱規程の一部を改
正する訪｜｜令（同1 1) 4. 14 

0文部省所管債権管理事務取扱規程の一部を改
正する訓令（同1 2) 4. 14 
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0文部省会計事務取扱規程の一部を改正する訓
令（同13) 4 . 14 

0人事に関する権限の委任等に関する規程のー
部を改正する訓令（同14) 4. 1 8  

0文部省会計事務取扱規程の一部を改正する司｜｜
令（同1 6) 5 26 

0文部省債権管理事務取扱規程の一部を改正す
る訓令（同1 7 ) 5 . 26 

0文部省所管物品管理事務取扱規程の一部を改
正する司lj令（同1 8) 5, 26 

0文部省宿舎事務取扱規程の一部を改正する訓
令（向19) 5. 26 

0文部省所轄の会計機関の事務の一部を処理さ
せる職員の範囲等を定める規則の一部を改正
する訓令（同20) 5. 26 

告 示

0昭和39年文部省告示第84号の一部を改正する
件（文部68) 4. 21 

0日本育英会法施行令の規定に よ る試験所又は
研究所を指定した件（同69) 4. 21 

0数次往復用の一般旅券の発給を申請すること
ができる渡航先の範囲の指定に関する件等の
一部を改正する件（外務126) 5. 1 5  

0教員の免許状授与の所要資格を得させるため
の課程を認定した件（文部84 ) 5. 18 

0フランスとの数次査証の相互付与に関する口
上書の交換に関する件（外務135) 5 . 23 

学 内 規 則

富山大学教員の停年 に関する規則の一部

改正

富山大学教員の停 年に関する規則の一部を改正する規則
を次の よ うに制定する。

昭和4 8年4 月1日

富山大学長 後藤 秀弘

富山大学教員の停年に関する規則の一部を

改正する規則

富山大学教員の停 年に関する規則（昭和32年2月 8 日制
定） の一部を次の よ うに改正する。

第3 条を削り， 第4条を第3 条とし， 第 5条を第4 条と
し， 第3 条中「前3 条」を「前2 条」に改める。

附則第2 項の次に次のl項を加える。
3 第2 条の規定の適用については， 当分の間， 「学年の
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末日」とあるのは「学年の末自の翌日」と読み替えるも

のとする。

附 則

この規則は， 昭和4 8年4 月1日から施行し， 改正前の富

山大学教員の停 年に関する規則第2 条の規定に よ り昭和4 8
年3月31 日に退職した者から適用する。

富山大学公印管理規則の制定

富山大学公印管理規制を次の よ うに制定する。
昭和4 8年4月 13日

（趣 旨）

富山大学長 後藤 秀弘
富山大学公印管理規則

第1条 富山大学（以下「本学」という。）において使用す

る公印の種類等に関しては， 法令その他別に定めのある
場合のほか， この規則の定めるところに よ る。
（定 義）

第2条 この規則において公印とは， 本学において公務上

作成された文書に使用する印章であって， その印影を押
すことに よ り当該文書が真正なものであることを認証す

ることを目的とするものをいい， 次項の庁印お よ び第3

項の官職印を総称する。
2 この規則において庁印とは， 本学またはその内部組織

の名称を刻印した公印をいう。
3 この規則において官職印とは， 学長または本学の 内部

組織におかれた職員でその職務権限が定められたものの
官名または職名を刻印した公印をいう。

4 この規則において部局長とは， 事務局長， 学生部長，

学部長， 教養部長， 附属図書館長お よ び経営短期大学部
主事をいう。
（公印の形式）

第3条 公印は方形の印面の周囲に一条の外恨lj縁を付し，

その 内側に刻印すべき庁印の名称または官名もしくは職
名を明りような字体で浮き彫りにするものとする。 この
場合において「印」または「の印」の文字を加えて彫刻
することができる。
（公印の種類お よ び寸法）

第4条 本学における庁印お よ び官職印の種類， お よ び寸
法は， 別表第lお よ び別表第2 の該当欄に掲げるとおり
とする。

（公印の印材）
第5条 公印の印材には容易に摩滅または腐食しない硬質

のものを使用しなければならない。
（特別の用途に使用する公印の形式等の特例）

第6条 特別の用途に使用する公印であって， 第3 条から
第5 条までの規定に定める形式， 寸法および印材に よ り
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がたいものについては，適宜の形式寸法および印材によ

って作成することができる。

（ー公印の新刻，改刻，廃止）

第7条部局長は，公印を新刻，改刻または廃止しようと

新刻
するときは，あらかじめ公印 改亥lj侯認申請書（第1号様

廃止

式）を学長に提出し，その承認を受けなければならない。

2 部局長は，公印を新刻し，または改刻したときは，そ

の印影を添えて学長に報告するものとする。

（公印管理者等）

第8条公印管理者および公印管守者（以下「公印管理者

等」という。）は，別表第lおよび別表第2の該当欄に掲

げるとおりとする。

（公印の使用等）

第9条 公印管守者は，公印を押印しようとするときは，

押印しようとする文書を決裁ずみの原議書と照合したう

えで自ら押印し，または公印の使用を請求した者に押印

きせるものとする。 ただし，公印を請求した者に押印さ

せるときは，公印管守者はその押印に立ち合わなければ

ならない。

2 公印管す者不在のときは，公印管理者の指名する者が

その職務を行なう。

（公印の使用の特例）

第10条公印管守者は，原議書により難い文書であって公

印管理者または部局長の許可がある場合に限り，公印使

用簿（第4号様式）に登載したうえで押印することがで

別表第 1

庁 印

部 局 i;: �n の 種

事務 局 富山大学の印

富山大学の印

文 理 学 部 ｜ 富山大学文理学部の印

富山大学教育学部の印

富山大学教育学部附属小学校の印

富山大学教育学部附属小学校の印

教 育 学 部｜富山大学教育学部附属中学校の印

富山大学教育学部附属中学校の印

富山大学教育学部附属幼稚園の印

富山大学教育学部附属幼稚園の印

経 済 学 部｜富山大学経済学部の印

薬 学 部 ｜ 富山大学薬学部の印

富山大学工学部の印
工学 部

富山大学大学院工学研究科の印

教養 部 富山大学教養部の印

類 す

報 第149号

きる。

2 公印使用簿は，公印管守者が保管する。

（公印の印影の印刷）

第11条 一定の字句からなる公文書で多数印刷するものに

ついて公印管理者が支障がないと認めたときは，その印

影を当該公文書と同時に印刷して公印の押印にかえるこ

とができる。

2 前項の文書は，物品供用簿（補助簿を含む。）により，

その使用状況を明らかにしておかなければならない。

（公印簿）

第12条庶務部庶務課長は，公印簿（第2号様式）を備え，

常時これを整備して必かなければならない。

（公印の保管）

第13条公印管理者等は，公印が適切に使用されるよう公

印を管理し，公印が使用きれないときは，確実な保管設

備に格納しておかなければならない。

（公印の事故届）

第14条部局長は，公印に盗難もしくは紛失，または公印

の偽造，その他の事故を発見したときは，直ちに公印事

故届（第3号様式）を学長に届け出なければならない。

附 則

1 この規則は，昭和48年4月13日から施行する。

2 この規則施行の際現に使用されている公印で，この規

則に定める形式，寸法と異なるものは，これを改刻する

までの聞は，そのまま使用することができる。

法｜公 印 管 理 者 ｜ 公 印 管 守 者｜備 考

ミ I Jメー ト�ル平�方｜｜
｜

庶務
II

課 長｜｜文 書
II
係長！卒業証書用

2 8 事 務 長｜庶務係長

2 8 事 務 長 庶務係長

6 0 附属小学校教頭 附 属学 校係長 ｜ 卒業証書用

2 5 II II 

6 0 附属中学校教頭 II ｜卒業証書用

2 5 II II 

6 0 F付属幼稚園教頭 II ｜保育証書用
2 5 II II 

2 8 事 務 長 庶務係長

2 8 事 す主 長 庶務係長

2 8 事 手芸 長 庶務係長

2 8 II II 

2 8 l事 務 長｜庶務係長
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品見守』

附属図書館
富山大学附属図書館の印

富山大学附属図書館工学部分館の印

経 営 短 期 富山大学経営短期大学部 の印

大 学 部 富山大学経営鰐期大学部 の印

別表第 2
官 職 印

音日 局 公 印 σ〉 種

富山大学長 の印

富山大学長 の印

富山大学事務局長 の印

富山大学庶務部長 の印
事 務 局 富山大学庶務部庶務課長 の印

富山大学庶務部人事課長 の印

富山大学経理部長 の印

富山大学経 理部主計課長 の印

富山大学経 理部経 理課長 の印

富山大学施設課長 の印

富山大学学生部長 の印

富山大学学生部次長 の印
学 生 部

富山大学学生部学生課長 の印

富山大学学生部厚生課長 の印

文理 学 部
富山大学文理学部長 の印

富山大学文理学部事務長 の印

富山大学教育学部長 の印

富山大学教育学部事務長 の印

教 育 学 部 富山大学教育学部附属小学校長 の印

富山大学教育学部附属中学校長 の印

富山大学教育学部附属幼稚園長 の印

経 済 学 部
富山大学経済学部長 の印

富山大学経済学部事務長 の印

富山大学薬学部長 の印

薬 学 部
富山大学薬学部事務長 の印

富山大学大学院薬学研究科長 の印

2 8 

2 5 

7 3 
3 0 

類 寸 法

ミリメート
3
ル平

0
方

2 2 
3 0 
2 3 
2 0 
2 0 
2 3 
2 0 
2 0 
2 0 

3 0 
2 3 
2 0 
2 0 

3 0 
2 0 

3 0 
2 0 
2 3 
2 3 
2 3 

3 0 
2 0 

3 0 
2 0 
2 3 

富山大学薬学部附属和 漢薬研究施設長 の印 2 3 

富山大学工学部長 の印 3 0 
工 学 部 富山大学工学部事務長 の印 2 0 

富山大学大学院工学研究科長 の印 2 3 

教 養 部
富山大学教養部長の印 3 0 
富山大学教養部事務長 の印 2 0 

富山大学附属図書館長 の印 3 0 
附属図書館富山大学附属図書館事務長 の印 2 0 

富山大学附属図書館工学部分館長 の印 2 3 

富山大学経営短期大学部学長 の印 3 0 
経 営 短 期 富山大学経営短期大学部学長 の印 2 0 
大 学 部 富山大学経営短期大学部主事 の印 2 3 

富山大学経営短期大学部事務長 の印 2 3 

- 5 ー

報 第1 49号

事 手持 長 総 務 係 長

分官官 長 分 館係 長

事 務 長 総 務 係 長 卒業証書用

庶 務 部 庶 務 部 庶 務 課

庶 務 課 長 文 書係 長

公 印管理者 公 印管守者 イ蒔 考

庶 務 課 長 文 書係 長

II II 証明書用

II II 

II II 

II II 

II II 

主 計 課 長 総 務 係 長

II II 

経 理 課 長 出 納 係 長

施 設 課 長 企 画 係 長

学 生 課 長 学 生 係 長

II II 

II II 

厚 生 課 長 厚 生 係 長

事 務 長 庶 務 係 長

II II 

事 務 長 庶 務 係 長

II II 

附属小学校教頭 附 属 学 校係長

附属中学校教頭 II 

附属幼稚園教頭 II 

事 務 長 庶 務 係 長

II II 

事 務 長 庶 務 係 長

II II 

II II 

II II 

事 務 長 庶 務 係 長

II II 

II II 

事 務 長 庶 務 係 長

II II 

事 す長 長 総 務 係 長

II II 

分官官 長 分 館係 長

庶務部庶務課長 文
庶 務

書
部庶

係
務

長
課

II II 証明書用

事 務 長 総 務 係 長

II II 



昭和 48 年 4月 ・ 5月 号

第1号機式
公

1；：山大学長 殿

刻
刻止新改廃 書請由T認承

昭和 年

申請者

官 職

氏 名

学

月 日

下記の と おり公印を
新

廃

改
1

刻
止

8] したいの で承認願います

公 印の 名称、

£[] キオ

寸 法

使
廃
用

止
予定 年月日

備 考

第3号機式
公 印事故届

昭和 年 月 日

富山大学長 殿

官 職

氏 名

下記の とおり公印に事 故がありましたの でお届

けしま寸

公 印の 名称

印 キオ

寸 法

新
改

刻
刻

年 月 日

事
年

故
月
の 発生

日

事 故の 内容

処置 の 内容

その 他必要事 項

報 第1 49号

第2 号様式
公 印 簿

（印影）

公印の 名称

印 材

寸 法

新
改

刻
刻年 月 日

使用開始年月 日

廃止年 月 日

備 考

第4号様式
公 印 使 用 簿

年
使

月
用

日 件 名公印の種類 送付先請求者
理

公
者
印管i:r 守

公
者
印管Er. 摘 要

- 6 -



報学昭和4 8年4 ・ 5月 号 第149 号

富山大学文理学部規則の一部改正

富山大学文理学部規則の一部を改正する規則を次のよう
に制定する。

昭和4 8年5月 18 日

富山大学学則の一部改正

富山大学学則の一部を改正する学則を次のように制定す
る。

秀弘富山大学長 後藤
富山大学文理学部規則の一部を改正する規則

秀弘後藤
昭和4 8年5月18 日

富山大学文理学部規則（昭和26年9 月 7 日制定） の一部
を次のように改正する。

第22条（見出しを含む。） を次のように改める。
（専攻科）

第22条

昭和23年法律第 17 8号） に定める休日」に改める。
第56条中「理学専攻科 理学専攻」の前に 「文学専攻科 専攻科学生は， 別表（ 2 ） に定める授業科目につ

いて， 必修科目2 0 単位， 選択科目1 0 単位以上， 合計3 0 単
位以上を修得しなければならない。
別表（ 2 ） を次のように改める。

別表（ 2 ) 

専攻科授業科目および単位数

科

1 0名」の前に「文学

攻専学文

文学専攻」を加える。
第58条中「理学専攻科 理学専攻

専攻科 文学尊攻 1 0名」を加える。
第7 8条第l項中「および研究施設」を「， 教育施設およ

び研究施設」に，「薬学部 附属和 漢薬研究施設」を「薬学
附属薬草園 附属和 漢薬研究施設」に改める。

別表第1 の文理学部理学科の学科目中「天然物化学一lの
次に「分析化学」を加える。

吉日

数一
択

一
選

中
止
一

，aE－
－
 

一
ケ多

－

｛
 

単一
必

同口科業授
攻専

qJ

勺J

qJ

nJ

qd

ηa

nL

4
4
4
4
4
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
 

論
論
学
世
代

史
学
）文 2 0 

国史学 特 別 講 義I
国史学 特 別 講 義II
東洋史学特別講義I
東洋史学特別講義II
西洋 史学 特 別 講義
国 史 学 講 読
東 洋 史 学 講 読
西 洋 史 学 講 読 I
西 洋 史 学 講 読 II
古 文 書 学
国 史 学 演 習
東 洋 史 学 演 習 I
東 洋 史 学 演 習 II
西 洋 史 学 演 習 I
西 洋 史 学 演 習 H

特 別 研 究 （論 文）

近
現
想
理
論

哲

（

在

識

史
史

思
論
究

折
学
品Lι寸ー
教
代

別 研

存
認
分
哲
哲
宗
現

特

課程名
別表第2 中
「

「一支一→
理
学
部

を
2 4 0 名6 0 名科学文

哲
学
課

5 0 0 名
一一一一一一コ

1 2 5名科学理

文

�ヨ
に

6 0 名科学文文
理
学
部

キ呈1 3 0 名科学理

4 0 0 名1 0 0 名小学校教員養成課程教

2 0 0 名5 0 名中学校教員養成課程育

史
を

8 0 名2 0 名養護学校教員養成課程,ill与寸a

3 0 名3 0 名幼稚園教員養成課程音日

学4 0 0 名1 0 0 名小学校教員養成課程教

2 0 0 名ー←一一寸に，
8 0 名

5 0 名中学校教員養成課程育

言果

程

,.,,. 寸�

竺竺lを

己主l

2 0 名養護学校教員養成課程学

3 0 名幼稚園教員養成課程

富山大学長
富山大学学則の一部を改正する学則

富山大学学則（昭和25年1月20 日制定） の一部を次のよ
うに改正する。

第3 条中「国民の祝日」を「国民の祝日に関する法律（

音E

言十A‘ ロ

計メ入口
2 0 に改める。

A斗・

4生

4nτ

ヮ“

義
義
義
習

別 講
別 講
別 講

j寅

特
特
特

学

語 学
文 学
文 学

量五ロロ

国
国
漢
国

国

文

lllJ 
この学則は， 昭和4 8年5・月18 日から施行し， 昭和4 8年4

月 1 白から適用する。 ただし， 改正後の第7 8条の規定およ
び別表第 1 については， 昭和4 8年4月12 日から適用する。

附

持4寸�

7 



第149号報ー比弓ー昭和48年 4 月 ・ 5 月 号

2 天然 物 化学 特 別演 習
研 究 論 文

つ白

？“

ヮム

I
H
習
）文

習
習

演
論

文 学 演
文 学 演

文 学
別 研 究

国
国
漢
特

課
2 0 

程
4
4
4
4
2
4
2
4
2
4
2

 

機 能 形 態 学
環 境 生 物 学
系 統 学 特 論
動 物 生 理 学 特 論

生 物 化 学 特 論
植 物 生 理 学 特 論
代 謝 調 節 学
細 胞 生 物 学 特 論
遺 伝 学 特 論
発 生 生 物 学 特 論
放射 線 生物 学 特 論
研 究 実 験 お よ び 論 文

生

物

課

学

攻

ヮ“

つ臼

4・

Aιτ

qL

qL

。L

nL

2 0 

語 学 特 別 講 義
文 学 特 別 講 義

語 学 講 説
文 学 講 読

語 学 演 習 I
語 学 演 習 II
文 学 演 習 I
文 学 演 習 11

別 研 究 （論 文 ）

英
英
英
英
英
英
英
芙
特

英

文

学

課

手呈

市寸

平呈

2 0 
2 0 攻

昭和48年 4

員IJ

この規則 は ， 昭和48年 5 月 18 日 か ら 施行 し，

月 1 日 か ら適用す る。

附

組処

刈仏A

A斗A

A斗A

4q

ドイ ツ語 学 特 別講義
ドイ ツ 文 学 特 別 講 義
ド イ ツ 文 学 講 読
ド イ ツ 語 学 演 習
ド イ ツ 文 学 演 習

特 別 研 究 （ 論 文）

ド
イ
ツ
文
学
課
程

2 0 
富山大学薬学部附属薬草園規則の制定

富山大学薬学部附属薬草園規則を次のように制定する。

昭和48年5月18日

科

単 位 数日I , 
必修｜ 選 択

攻専学E里

攻’浮

富山大学長 後藤

宮山大学薬学部附属薬草園規則
（趣 旨）

第1条 富山大学学則第78条第2項の規定に基づく富山大

学薬学部附属薬草園 （以下「薬草園」という。 ）に関する

必要薄項は， この規則の定めるところによる。

（目 的）

第2条 薬草園は， 薬用植物を栽培し， 学術研究および教

育に資することを目的とする。

（職 員）

第3条 薬草園に園長 のほか， 職員若干名を置く。

園長は， 薬草園に関する事項を統轄掌理する。

園長 の選考は， 学部の教授または助教授のうちから，

教授会の議を経て学長 が行なう。

4 園長 の任期は2年とし， 再任を妨げない。

職員は， 園長の命を受けて， 薬草園の業務に従事する。

（運営委員会）

第4条 薬草園の運営に関する事項を審議するため， 薬草

園運営委員会（以下「運営委員会」という。 ） を置く。

運営委員会は， 園長 のほか， 生薬学講座， 資源開発部

門および薬草園に所属する教官を以って組織する。

運営委員会に関する内規は別に定める。

（補 則）

第5条 この規則の改廃は， 教授会の議を経るものとするc

秀弘A－

A仏A

A性

A－

A斗a

Aせ

凋生

組処

科

代 数 学 特 別 講 義
幾 何 学 特 別 講 義
位 相 数 学 特 別 講 義

解 析 学 特 別 講 義 I
解 析 学 特 別 講 義II
数 理統計 学 特 別講義

応 用 解析学 特 別 講 義
計 算 数 学 特 別講 義
数 学 特 別 講 究

業授
，謀本塁名

数

平呈

学

課
理

2 

3 

2 0 

言果

手呈

組伎

のL

4斗・

4生

組斗晶

組処

A斗＆

国 体物 理 学 特 論I
国 体物 理 学 特 論II
素粒 子 物 理 学 特 論I
素粒子物 理 学 特 論II
結 品 物 理 学 特 論
量子エレ ク トロ ニ ク ス 特論
分 子 物 理 学 特 論
特 別 研 究

ヰ均

理

学学

5 
2 0 

化

2 

3 

ヮ“

つiu

つ白

つ＆

つ白

ワu

つゐ

つ＆

つ＆

ヮ“

つω

構造化 学 特 別講義 1
構造化 学 特 別治義II
構 造 化 学 特 別 演 習
他 学反応論 特 別 講 義I

化 学反応論 特 別 講 義II
物 理 化 学 特 別 演 習
有 機化 学反応論 特 別 講 義
有 機化 学構造論 特 別』i茸義
有 機 化 学 特 別 演 習
天然物化 学 特 別 講 義I
天然物化 学 特 別 講 義II

専
学

言果

手呈

員。

8 
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昭和48 年4 月 ・5 月号
..... ι 弓ー

この規則は， 昭和48年5月18日から施行し， 昭和48年4

月12日から適用する。

富山大学大学院学則の一部改正

富山大学大学院学則 の一部を改正する学則を次 のように

制定する。

昭和48 年5 月18日

富山大学長 後藤 秀弘

富山大学大学院学則の一部を改正する学則

富山大学大学院学則（昭和42年5 月19日制定） の一部を

次 のように改正する。

第3条中「化学工学専攻」 の次に 「， 電子工学専攻」を

加える。

第6条中

「

電気工字専攻 10名 20名

工業化学専攻 8名 16名

工学研究科 ｜ 金属工学専攻 8名 16名

機 械 工字専攻 10名 20名｜ を
生産機械工学専攻 8名 16名

i口入 言十 78名156� 
」

電気工 学専攻 1 0名 20名

工業化学専攻 8 名 16名

金属工学専攻 8名 16名

工学研究科 ｜ 機 械工学専攻 10名 20名

生産機械工学専攻 8名 16名

化 学工学専攻 R名 16名

電 子工学専攻 8名 8名

ムロ 8 6名 164名

」
に改める。

附 員lj

こ の学則は， 昭和48 年5 月18日から施行し， 昭和48年4

月 1日から適用する。

富山大学 大学院工学研究科規則の一部改正

富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則を

次のように制定する。
昭和48年5月18日

富山大学長 後藤 秀弘

富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規則
富山大学大学院工学研究開服lj （昭和42年5月19日制定）

の一部を次のように改正する。

別表中 化学工学専攻欄の次に次の一欄を加える。

報 第149号

電子工学
専 攻

量子電 子工学 特論

電 子物性工 学 特 論

悶休電子装置特論第一

固体電子装置特論第二

電子回路 工学特論第一｜ 2 

電子回路工学特論第二I 2 

システム工学特論第一I 2 

システム 工学特論第二I 2 

応用数学 特論第 一I 2 

電子素子 ｜ 応用数学 特 論 第二 I 2 
工 学 ｜ ｜ 

目。電 子 工 学 演 習 I 2 

0電 子 工 学実験 I 2 
0課 題研 究 第 一I 6 

季 子 回
i空 l o課 題研 究 第 二 I 10 
子園

研 究 論 文

基礎電子
工 学

O
印
は
必
修

。，h

nL

nL

ηL

応用電子
工 学

附 則

こ の規則は， 昭和48年5 月18 日から施行し， 昭和48年4

月1日から適用する。

諸 必』
Z玄 議

第｜回評議会（4月1日）

（審議事項）

(1) 昭和48年度富山大学入学者選抜試験合格者 の判定に

ついて

(2) 富山大学教員 の停 年に関する規則 の 一部を改正する

規則備について

(3) 入学式について

第l回協議会（4 月1日）

（議題）

(1) 次期学長候補者選考について

第2回協議会（ 4月1 0日）

（議題）

(1) 次期学長候補者選考 の事 由， 期日 ， 場所および方法

等について

(2）選考日程について

第2回評議会（4月13日）

（報告事項）

(1) 学長不在時における代行について

（審議事項）

(1) 富山大学公印管理規則 の制定について

(2) 富山大学名誉教授 の 称号授与について

(3) 次期学生部長候補者 の選考について

(4 ) 昭和48 年度富山大学文 学専攻科入学試験合格者 の判

定について

- 9 -



昭和48 年4 月・ 5 月号

第l回事務協議会（4 月14日）

（議題）

(1） 職組の動向について

第3回評議会（4 月23日）

（審議事項）

(1) 昭和48 年度補欠入学について

学

(2) 入学者選抜方法研究委員会の設置について

第2回事務協議会（4 月26 日）

（議題）

(1) 職組の動向について

第l回大学院委員会（ 5 月10 日）

（審議事項）

報 第149号

(4) 富山大学大学院学則の 一部を改正する学則（案）に

ついて

(5) 富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規

則（案）について

(6) 昭和48 年4 月経済学部経済学科卒業の認定について

(7) 昭和48 年4 月富山大学経済学専攻科修了の認定につ

いて

(8) 昭和48 年度富山大学入学者選抜試験追加合格者につ

いて（教育学部）

(9) 学士入学について（文理学部）

(10) 学生の懲戒について

(1) 富山大学犬学院学則の一部を改正する学則（案）に

第3回事務協議会（ 5 月28日）

（議題）

ついて

(2) 富山大学大学院工学研究科規則の一部を改正する規

(1) 昭和49 年度概算要求の基本方針について

（報告事項）

則（案）について

第3回協議会（ 5 月18 日）

（議題）

(1) 次期学長候補者について

第4回評議会（ 5 月18 日）

（報告事項）

(1) 学生の懲戒について

(1) 昭和48 年度東海北陸地区国立大学事務局長会議につ

いて

(2) 昭和48 年度国立学校会計部課長会議について

(3) 昭和48 年度国立大学施設担当部課長会議について

(4 )  昭和48 年度国立大学学生部次長， 課長会議について

第｜回認定講習委員会（ 5 月29 日）

（議題）

(2) 富山大学文理学部規則の 一部を改正する規則（案） (1) 昭和48年度教育職員免許法認定講習の指導について

(2) 昭和48年度認定講習実施計画及ぴ講師の推せんにつについて

(3) 富山大学薬学部附属薬草園規則の制定（案）につい いて

て

人 事 異 動

現 官 1哉 氏 名 異 重力 内 容 発令 年月日 発 令 者

丸 山 E主 講師（教養部）に採用する 48. 4 . 1 富山大学長

野 ロ 宗 憲 助手 （文理学部） II II II 

長谷川 線一郎 II （教育学部） II II II 

西 川 友 之 II II ’j ” II 

佐々木 基 文 助 手（工 学 部） II II II 

害lj i皐 泰 II II II II II 

塩 津 和 章 II II II II II 

寺 山 清 志 II II ” II II 

渡 辺 信 雄 文 部技官（文理学部） II II II 

織 部 多喜子 II （薬 学 部） II II II 

松 田 伊 治 教育学部附属小学校教諭II II II 

- 10 ー
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野 崎 公 明 教育学部附属 小学校教 諭に採用する 48. 4. 1 富 山 大学長

経 塚 嘉 一 II II II II 

西 野 秀 夫 教 育学部附属中 学校 教 諭II II II 

中 村 義 朗 II II II II 

小 沢 が月 II II II II 

頭 川 昭 子 教 育 学部附属中 学校 助 教 諭 II II II 

＝口と 田 光 �lj 文部事務官 （ 庶務部庶務課 ） II II II 

石 田 正 三 文部技官 （ 経理部主計課 ） II II II 

新 井 文 男 講 師 （ 教育学部 ） II II II 

駒 見 敏 子 事務補佐 員 （ 教育学部 ） II II II 

稲 葉 鉄 勝 II （ 薬 学 部 ） II II II 

谷 口 三枝子 II I I II II II 

高 越 洋 子 II （工 学 部 ） II II II 

松 崎 和 子 II II II II II 

柳 田 美智枝 II （ 教 養 部 ） II II II 

納 村 美智 夫 技能補佐 員 （ 教育学部農夫 ） II II II 

川 崎 博 幸 教務補佐 員 （工 学部） II II II 

E力 教 授
斎 藤 好 民 教授 （ 文理学部 ） に昇任 さ せる ／｝ 文 部 大 臣（ 東 北 大 学工 学 部 ）

II 
提 山 淑 郎（ 山口 大 学 教 養 部 ）

II II II II II 

（
助書
開
束
守 都 大 学 文 学 部手 ） 岡 本 日月 助 教授 （ II II II II 

（ 属京薬大害字研架究γ施部設T�） 渡 辺 裕 司 助教授（薬学部附属和漢薬研究施設 ） ＇こ昇任させる I/ II 

講
音
師
�） 新 井 甲 一 II （ 工 学 部 ） II II II 

（工 戸十.>.<. 

B力 手
鳥 崎 利 治 講 師（ II II II 富 山 大学長II 

経営短期 大学部助手 亀 岡 速 穂 経営短期 大学部講 師 経営学科 に昇任 さ せる II 富 山 大学経営
短期大轄昨長

講 日市 小 泉 邦 雄 講 師 （ 工 学 部 ） に転任きせる II 富 山 大学長（ 金 沢 大 学 工 学 部 ）

金沢大学施設部施設課長 瀬 川 義 贋 施 設課長 に配置換する II 文 部 大 臣

文 部 事 務 官
j賓 野 松 男 教 育学部に配置換する II 富 山 大学長（ 庶 務 部 庶 務 課 ）

教育学部附属小学校教 諭 松 田 伊 治 富 山 大学教育学部附属小学校 教 頭に併任す る II 文 部 大 臣

世主 設 5果 長 郷 倉 小 次 辞職を承 認 する II II 

教 育 学 部 附
王
属 学校 小 林 太 市 II II 富 山 大学長総 務 任

文 部 事 務 官 回 中 栄 吉 II II II 
（ 附 属 図

在
書一 館 ）

文 部 官
藤 田 正 義 II II II 

（ 厚 生 課 ）
用 寺署 員 和 田 キ ク II JI 

（ 教 育 学 部作 業 員 ） II 

II 南 宗 篤（ 薬 学 宣E
事
E 業 員 ）

II II II 

文 部 務 官 中 島 政 次 II II II 
（ 教 養

附
部 ）

教育学部 属中 学校 永 森 清太郎 II II II 
教 諭

司BA
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事 務 補
学

佐 員 飯 田 恵 子 昭和48年 3 月 31 日 限 り 退職した 48. 4 1 富山大学長（ 薬 部 ）
II 

津 野 康 子（薬 学部附属和漢薬研究施設） II  II II 

教 務 補 佐 員 鍋 谷 彰 子 II II II 

臨 時 用 務 員 佐 藤 恵 作 II II II 
｛経理部主計課 警務 員 ）
教育学部附属 中学校 中 山 字之一 富 山 大学教育学部附属中 学校教 頭に併任す る II 文 部 大 臣教 t命
教 授 岡 崎 初 雄 昭和48年 4 月 1 日 限 り 退 職 し た 48. 4 .  2 II 

（ 文 理 学 部 ）
II 

西 山 勤 二 II II II 
II 
II 

中本 勝 次（ 教 育 学 部 ）
II II II 

II 
佐々木 龍 作 II II II 

II 
II 

立 島 設 II II II 
II 
II 

森 棟 隆 弘（工 学 部 ）
II II II 

山 回 明 美 事務補 佐 員 （ 庶務部庶務課 ） に採用す る 48. 4 1 1  富 山 大学長

臨
育
時

さ
用 務 員 栗 林 繁 治 昭和48年 4 月 10 日 限 り 退職 し た II II 

（教 学部作 業 員 ）
II 

田 盛 一 枚 ” II II 
II 

回 盛 一 枚 臨時用務 員 （ 厚生課作業 員 ） に採用す る 48. 4 13 II 

文 部 事 務 官 盛 田 律 子 辞職 を承認す る 48. 4 15 II 
（教 育 之一さ． 部 ）

長 沼 忠兵衛 助 教授 （ 教 育学部 ） に採用す る 48. 4 1 6  文 部 大 臣
E力 教 授 上 村 直 己 熊本大学助教授教 養部 に配置換す る II II （教 養 部 ）

水 野 邦 昭 助手 （ 工学部 ） に採用す る 48. 4 21 富 山 大学長
苦q

部
t＇�

） 小 森 典 富山大学評議員に併任
48

す
.4
る 48 4 25 文 部 大 臣（ 教 養 （併任 の 期間 .25～ 50.4.24) 

教 授 二 神 5L 
II 

II II 
/I II 

文 昔日 技 自 神 島 弥 省 辞職 を承認す る 48. 4 30 富 山 大学長（ 工 学 部 ）
佐 藤 和 子 事務 補 佐 員 （工学部 ） に 採用す る 48. 5 1 II 

文 部 事 務 官 中 田 フジヱ 文理学部学務係学生主任 に昇任さ せ る II II 
（ 文 理 A寸以A． 部）

II 
藤 井 政 雄 経済学部学務係学生主任（ 経 j斉 学 部 ）

II II II 

経済 学 部 学 務 係 回 中 祥 男 教育学部会計係会 計主任 に配置換す る II II 学 生 王 任
文 部 事 務 官 松 下 義 春 経理部主計課に配置換す る II II 

（ 薬 学 部 ）
II 

堀 和 子 経理部経理課（ 経 理部 主計課）
II ” II 

II 桶 主回主 一
（ 文 理 寸品主4ー． 部 ）

II II II II 

II 
松 本 進（ 教 養 部 ）

” II II II 

II 
平 林 富 子（ 教 育 学 部 ）

II II II II 

II 
田 嶋 ス 、、、

（ 経 i斉 学 部 ）
II II II II 

II 
安 部 保 子 文理学部（ 教 育 学 部 ）

II ’l II 

II 北 Jll 功 II 
（ 経 理部 経 理課）

II II II 

II 
高 畠 幸 子 教育学部（ 経 j斉 学 部 ）

II II II 

II 
清 水 麗 子（ 経 理 部 経 理 課 ）

II II II II 

qL
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文 部 事 務 官 八 島 百合 子 教育学部 に 配置換す る（ 文 王里 学 部） 48. 5 1 富 山 大学長
11 

奥 田 雅 子11 経済学部 II 11 11 

11 

（経理部経理課） 柴 田 富 美枝 11 II II II 

II 

（ 教 養 音f;)
瀬 川 慶 之 II II II II 

11 

（経理部経理課） 千 四 淳 一 薬学部 II II II 

" 
道 寛 久 雄" 教 養部 II II II 

II 

雫［ 教
事 牌務

育
補

学軒佐
部

賀量） ） 
大 崎 秀 雄 11 " II II 

吉 田 紀 子 辞職 を 承認す る II II 

田 盛 一 枝（ 厚 生 課 作 業 員 ）
" II II 

文 部
属

事 務
館

官
（ 附 図 書 ） 秋 花 園 男 富 山 商船両等専門学校 に 出向さ せ る II II 

11 
（東京教育大学経理部経理課） 飛 弾 知己郎 富 山 大学附属図書館 に 転 任き せ る II II 

教育学部附属 中学校 頭 川 昭 子 教育学部附 属中 学校教 諭に昇任さ せ るE力 数 ；会／削，、 II II 

学 内 諸 報

名誉教授の称号授与について

昭和48年 4 月 停年 退職さ れた前教育学部長林勝 次氏， 前

教育学部教授佐 々 木龍作氏な ら び に 前工学部教授森棟隆弘

氏の 3氏に 対 し ， 昭和48年 4 月 13 日 付けで富 山 大学名 誉教

授 の 称号が贈 ら れた。

名誉教授
林 勝 次
日本体育会体操学校

高等科卒業

医学博士

昭和20年10月 富 山 高 等学校教授 に 任ぜら れ， 同 24年 6 月

富 山 大学助教授 （ 兼職）， 同25年 3 月 富 山 大学助教授， 同

34年 5 月 同 学教授 と なり昭和48年 4 月 退職さ れ る ま で の 27

年 余の 問， 終始熱心に 学生生徒の 指導教育 に あたら れた。

ま た， この 間 に は 教育 学部長， 評議員， 附 属 中 学校長，

学長事務 代理者と し て 本学 お よ び教育学部 の 管理運営 に 貢

献さ れた。

名誉教授
佐々木 龍 作
家都帝国大学文学部

史学科卒業

昭和18年 4 月 富 山 師範学校教授と し て 着任， 同 24年 6 月

富山大学助教授， 同33年 8 月間学教授 と なり30年 間 に わた

り教育研究に 従事， ま た， この 聞 に 本学学生部長， 附属小

学校長， 同 幼 稚園長 等 を 歴任 さ れ， そ れ ぞ れの 管理運営 に

あたっ て 力 を 尽き れた。

名誉教授
森 棟 隆 弘
九州帝国大学工学部

冶金学科卒業

工学博士

昭和26年9 月 富 山 大学教授 に 就任 し， 以来21年間 に わたり

教育研 究 に 従事 し ， ま た， この 間評議員， 附属図書館長 と

し て 本学の 管理運営 に 尽力さ れた。 ま た， 学外にあって は

日 本学術振興会委員 ， 日 本金属学会委員， 日 本鉄鋼協会北陸
支部長 と し て 学術振興に 寄与さ れた。

- 13 -
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富山大学学長候補者選挙

品比号ー

後藤学長 の任期満了 （ 6 月 12 日 ） に と も な い， 学長選考

基準 に し た が っ て 5 月 18 日 選挙が行 な わ れ た 。

fii］ 基準 に も と づ き 各学部 お よ び教養部か ら 教授 各 4 名 ，

計24名 か ら な る 学長候補適任者選定委 員 会 を 組織 し ， 室町

工学部長 を 委 員 長 に 選 ぴ 5 月 2 日 開催 の 第 5 回選定委 員 会

で， 学長候補適任者 と し て 次の 5 氏 が選定 さ れ た （ 五十音

順 ）

後 藤 秀 弘 （ 富 山 大学長 ）

斉 藤 恒 三 （ 元 東北大学選鉱製錬研究所長 ）

高 瀬 重 雄 （ 富 山 大学文理学部長 ）

谷 川 久 治 （ 千葉明徳短期大学 長 ）

林 勝 次 （ 前 富 山 大学教育学部長 ）

選挙は 5 月 18 日 樹午前10時 か ら 1 1 時 ま で の 聞 に 本部 会議

室 で野崎富作教授 を 委 員 長 と す る 6 名 の選考管樫委 員 会管

理の も と に行 な わ れ た 。

選挙の 結果有効投票の過半数の得票者が な か っ た た め，

高点者の林勝次， 斉藤恒三の 両 氏 に つ い て 決選投票 を 行 な

い ， 有効投票数 231票 の う ち 121 粟 を 得 た 林氏 が学長候補

者 に 当 選， 同 日 午後 3 時 か ら 開催 の 協議会に お い て 林勝次

氏 を 次期学長候補者に決定 し た 。

永年勤続者表彰

本学の 昭和48年度永年勤続者表彰式 は， 開学記念 日 の 5

報 第149号

月 31 日 午前10時30分 か ら 本部会議室 に お い て挙行 さ れ， 次

の 勤続35年 3 名 ， 勤 続20年23名 の職 員 に 対 し ， 学長か ら そ

れ ぞれ 表彰状 な ら び に 記念品 が贈呈 さ れ た 。

勤続35年

教 育 学 部 玉生 正信 薬 学 部 内 山 幸吉

教 養 部 中 臣 恵 晩

勤続20年

庶 務 部 高松 正雄 経 理 部 沢崎 成逸

経 理 部 石黒 勝夫 学 生 部 成瀬 正夫

教 育 学 音II 藤井 敏 孝 教 育 学 部 吉 岡 周 明
II 中 谷 唯一 II  中 川 孝
II 堀 田 実 II 青 山 品 子
II 福村 よ り 子 I/ 杉本 啓郎

経 済 学 部 堀井 貞 次 経 済 学 部 奥 田 雅子

薬 学 部 金岡 又雄 薬 学 部 平岩 康一
II 蓮 田 初枝 工 学 部 若林嘉 一郎

工 学 部 高森 三郎 II 西部 慶一
II  野 田 政雄 附属図書館 梶原 和枝

附属図書館 武 久美子

叙 勲
富山大学名誉教授 溝上茂夫氏 に 叙勲

昭和43年 3 月 停年退職 さ れ た 本学名 誉教授溝上茂夫氏 （

70オ ） は ， 昭和48年春の叙勲者 と し て 5 月 10 日 国立劇場に

お い て 動 3 等旭 日 中 綬章 が伝達 き れ た 。

昭和48年度永年勤続者表彰式
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職 員 消 息 主 要 日 誌

〈新 任 者〉
事 務 局

文部事務官 蜘 I I 義庚
事 務補佐員 山田 明美

薬 学 部
助 教 授 渡辺 裕司

文 部 技 官 織部 多喜子

事務補 佐 員 稲葉 鉄勝
II 谷 口 三枝子

工 学 部

助 手 塩津 和章

｜｜ 本 部 ｜

II 堀 春 男

工 学 部

助 手 村井 忠邦

文 部 技 官 清水 と し 子

〈住居表示変更〉

教 育 学 部

教 諭 木本 武男

4 月 1 日 第 l 回 評議会

第 1 回協議会

第 1 回学長選考管理委 員 会

2 日 昭和48年度 入学試験合格者発表

9 日 第 2 回学長選考管理委 員 会

補導協議会

10 日 第 2 回協議会

第 3 回学長選考管理委 員 会

富 山 大学学長候補者選考 に つ い て 公示

1 1 日 昭和48年度 入学式 （ 分散入学式 ）

13 日 第 2 回 評議会

第 4 回学長選考管理委 員会

第 l 回学長候補適任者選考委 員 会

14 日 第 l 回事務協議会

1 7 日 教職 員 組合時 間 内 く い 込 み 集 会

23 日 第 3 回 評議会

第 2 国学長候補適任者選定委 員 会

26 日 第 2 回 事務協議会

27 日 第 3 回学長候補適任者選定委 員 会

教職 員 組合時 間 内 く い 込 み 早朝職場集会

28 日 第 2 回 国 立 富 山 大学医学部誘致期成同 盟会総会

（ 於 県民会館 ）

5 月 1 日 第 5 回学長選考管理委 員 会

第 4 回学長候補適任者選定委 員 会

2 日 第 5 回学長候補適任者選定委 員 会

7 日 第 9 回医学部設置検討委 員 会

8 日 第 7 回学長選考管理委 員 会

9 日 公務 員 宿舎委 員 会

10 日 第 l 回大学院委 員 会

全国大学保健管理協 会東海北陸地区幹事会 （ 於

富 山 大学）

1 1 日 国大協 第 3 常 置 委 員 会 （ 於 国 立大学協 会 ）

16 日 第 2 回 富 山 市 「 高 山 大学医学部設置」 期成同盟

会総会 （ 於 県民会館）
17 日 第 8 回学長選考管理委 員 会

18 日 学長候補者選挙

第 9 回学長選考管理委 員 会

第 3 回協議会

第 4 回 評議会

II 水野 邦昭

教 養 部

事務補 佐 員 柳 田 美 智 枝

附属図書館

文部事務官 飛掠知 己郎

〈改 姓〉

薬 学 部

文 部 技 官 堀 春 男 （ 旧姓 高 見 ）

工 学 部

助 教 授 米 国 政明 （ 旧姓 小島 ）

〈住 居 変 更〉

文 理 学 部

文部事務官 奥 田 雅子
II 安部 保子

教 育 学 部

教 諭 荒木 菜

薬 学 部

助 手 掛見 正郎

文 部 技 官 藤沢寿美子
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昭和48年度国立大学事務局長会議 （ 於 国立教

育会館 ）

21 日 厚生事務担当者会議

第12回 東海北陸地区 国立 大学事務局長会議 （ 於

長 良 川 ホ テ ル ）

22～ 23日 第20回 東海北陸地 区国立 大学長会議 （ 於 長良

川 ホ テ ル ）
昭和48年度国立大学施設担 当部課長会議 （ 於

東京青 山 会館 ）

24～ 25 日 昭和48年度全国経理部課長会議 （ 於 農林年金

会 館 ）
28 日 第 3 回事務協議会

29 日 第 1 回 認定講習委 員 会 （ 於 県職 員 会館 ）

会計係長 会議

31 日 昭和48年度永年勤続者表影式

31～ 6 月 1 日 国 立 学校 お よ び所轄機関等庶務部課長会議

（ 於 一橋講堂 ）

｜｜ 文 理 学 部 （
4 J J 1 日 教授会

2 日 文学専攻科入学願書受付 （ 7 日 ま で ）

10 日 文学専攻科入学志願者調査書審査

1 1 日 入学行事

12 日 理学科 4 年次学生前学期段業開始

理学科 2 年次学生 後学J[}j残 り 授業開始

文学専攻科 入学者選抜試験

13 日 文学科 2 年次学生後学期残 り 授業開始

新 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ， 健康 診断

教授会

16 日 文学科 4 年次学生前学期授業開始

18 日 教授会

人事教授会

文学科教官会議

19 日 文学専攻科合格者発表

20 日 学部図 書委 員 会

25 日 学部職業補導委 員 会

5 月 2 日 学部 レ ク リ エ ー シ ョ ン 委 員 会 と 真率会役 員 と の

合同委 員 会

9 日 教授会

人事教授会

1 5 日 X 線間接撮影

16 日 教授会

1 7 ～ 18 日 国 立10大学理学部長 会議 （ 於 埼玉大学 ）

23 日 理学科 2 年次学生 （47年10 月 専 門 移行者 ） 後学

期授業終了

報 第149号

24 日 理学科 2 年 次学生昭和48年度前学期授業開始

24～ 25 日 第 3 回 13大学人 文系 学 部 長 会 議 （ 於 千 葉 大

学 ）

｜｜ 教 育 学 部 l
4 月 1 日 教務補導合同委 員 会

教授会

5 日 附属小学校 第 l 学期始業式

6 日 附属小学校 入学式

附属 中 学校 第 l 学期始業式

7 日 附属 中学校入学式

附属幼稚園 第 1 学期始業式

9 日 授業開始

10 日 附属幼稚園 入 国 式

1 1 日 入学式

教務委 員 会

教授会

12 日 紀要編集 委 員 会

13 日 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

18 日 予 算委 員 会
25 日 教務委 員 会

教授会

人事教授会

新 入学生健康診断

26 日 職業補導委 員 会

5 月 l 日 補導委 員 会

9 日 教授会

14 日 教務委 員 会

16 日 X 線間接撮影

21 日 予 算委 員 会

22 日 職業補導委 員 会

紀要編集委 員 会

25 日 予 算 委 員 会

30 日 人事教授会

附属小学校特殊学級遠 足

II 経 済 学 部 ｜｜
4 月 1 日 第 1 回教授会

第 l 回 教務委 員 会

7 日 第 2 回教授会

第 2 回教務委 員 会

1 1 日 第 3 回教務委 員 会

16 日 第 4 回 教務委 員 会

18 日 第 3 回教授会
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第 1 図 人事教授会

20 日 第 l 回学部補導委 員 会

25 日 第 1 回 第二学科設置 準備委 員 会

26 日 第 2 回学部補導委 員 会

28 日 第 4 回教授会

第 5 回 教務委 員 会

昭和47年度経済学科卒業生 125名卒業

昭和47年度経済学専攻科修 了 生 1 名 修 了

5 月 1 日 4 年 次学生前学期授業開始

8 日 第 1 回 日 本海経済研究所運営委 員 会

9 日 第 5 回教授会

第 6 回 教務委 員 会

17 日 第 3 回学部補導委 員 会

18 日 X 線間接撮影

19 日 親睦会総会

21 日 日 本海経済研究所運営委 員 会 占 学部 図 書委 員 会

と の 合同 会議

22 日 第 4 回学部補導委 員 会

24 ～ 25 日 国 立十大学経済学部長 ， 事務 長 会議 （ 於 滋賀

大 学 ）

30 日 第 6 回 教授会

｜｜ 薬 学 部 ｜｜
4 月 1 日 教授会

5 ～ 7 日 日 本薬学会第93年会 （ 於 東 京 ）

1 1 日 学部入学式

教授会

12 日 大学院薬学研究科入学式

カ リ キ ュ ラ ム 検討委員 会 （ 第 6 回 ）

13 日 学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

16 日 前学期授業開始

カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会 （ 第 7 回 ）

17 日 学部 ア イ ソ ト ー プ委 員 会

和漢薬研究施設運営委 員 会

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 視察団， 和 漢薬研究施設 見学

18 日 教授会

19 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会 （ 第 8 回 ）

24 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会 （ 第 9 回 ）

教務委 員 会

薬草園準備委員 会 （ 第 2 回 ）

5 月 8 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会 （ 第 10 回 ）

9 日 教授会

10 日 図 書委 員 会

1 1 日 教授会

16 日 人事教授会

報 第149号

17 日 X 線間接撮影

21 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討小委 員 会

22 日 II

23 日 II

24 日 II

25 日 教授会

29 日 カ リ キ ュ ラ ム 検討委 員 会 （ 第1 1 回 ）

30 日 教授会

｜｜ 工 学 部 ｜｜
4 月 1 日 一般教授会

専任教授会

5 日 2 年次学生前学期授業開始

1 1 日 学部入学式

学部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

健康診断

12 日 教務委 員 会
一ー般教授会

1 4 日 4 年 次学生前学期授業開始

20 日 研究科委 員 会

一般教授会

25 日 X 線間接撮影

5 月 9 日 一般教授会

研究科委 員 会

｜｜ 附 属 図 書館 l
4 月 3 日 事務打合せ会

10 日 開館

16 日 時間 外開館開始

18 日 事務打合せ会

24 日 商議会

27 日 事務打合せ 会

5 月 9 ～ 10 日 北信地区国立大学図書館協議会 （ 於 信州

大学）

18 日 X 線間接撮影

28 日 ～ 薬学専 門 図 書室移転開始 に 伴 う 休館

｜｜ 教 養 部 ｜｜
4 月 2 日 47年度継続授業開始

4 日 教授会

1 1 日 教授会

1 2 日 教養部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

17 日 紀要委 員 会
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18 日 教授会

25 日 補海委 員 会

教授会

5 fl 9 日 教授の み の 教授会

補瀧委 員 会

14 日 補 導委 員 会

16 日 教綬会

昭和48年度全国国 立大学教養 （ 学 ） 部事務協 議

会 （ 於 愛知会館 ）

17 ～ 18 日 昭和48年度全国国 立大学教養 （ 学 ） 部長会議

（ 於 愛知会館）

23 日 教授会

25 日 教養部親和 会総会

｜陣営短期大学制｜
4 月 l ～ 5 日 入学手続
1 ～ 7 日 聴講生願書受付

1 1 日 入学式

1 2 日 入学生歓迎 会
13 日 学生定期健康診断
14 日 授業開始
1 7 日 教授会 （ 第 l 回 ）

5 月 13 日 球技大会 （ 学友 会主催 ）

1 5 日 教授会

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五福 3 1 9 0 

印刷 所 第一 共 同 印 刷 株 式 会 社
富山市太郎丸1220- 2 
電話 ＠ 0 1 9 6 （ 代 ）
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